
令和５年度 若佐小学校いじめ防止基本方針 

 

はじめに 

 いじめは、いじめを受けた児童の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全な成

長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命又は身体に重大な危険を生じ

させるおそれがあるものである。 

 本方針は、いじめ防止対策推進法の規定に基づき、いじめの防止等のための対策に関する

本校における基本的な考えを述べるものである。 

 

１ 「いじめ」の定義 

  「いじめ」とは，児童に対して，他の児童が行う心理的・物理的な影響を与える行為（イ

ンターネットを通じて行われるものを含む）であって，行為の対象となった児童が心身に

苦痛を感じているものをいう。 

 

２ いじめ防止に対する基本姿勢 

 (１) いかなる理由があってもいじめは許さない。 

 (２) 児童同士，児童と教師の良好な人間関係づくりに努める。 

(３) 全教職員で見守り，情報を共有する。 

(４) 一人の教師で抱え込まず，共通理解のもと組織的に指導にあたる。 

(５) 校長が解決したと認めるまでは指導の手を緩めない。 

 

３ いじめの未然防止 

 (１) 学校の全ての教育活動を通して，「いじめは人間として絶対に許されない」という雰

囲気を醸成する。 

 (２) 全教職員が児童一人一人を見守り，信頼関係の構築に努め「小さな変化」や「サイン」

を見逃さないように努める。 

 (３) 児童についての情報は，全職員で共有するようにする。 

(４) 学校の教育活動全体を通して，道徳教育や人権教育の充実，読書活動，体験活動に積

極的に取り組む。 

 (５) 教科・道徳・特別活動を通して，児童が達成感を味わったり自己有用感を高めたりす

る場面や，目標を決め，困難を乗り越えるような場面を積極的に設ける。 

 (６) 学級活動，児童会活動などを通していじめの問題に児童自らの主体的な取組を促す。 

 

４ いじめの早期発見 

 (１) いじめに関するアンケートを定期的に行い，児童の状況を把握する。 

 (２) 児童と向き合う時間を多くとる中で児童理解を深める。 

 (３) いじめにつながる些細な動きを見逃さないように努める。（特定の子と机をつけよう

としない。特定の子の失敗にいつも嘲笑がわくなど） 

 (４) 定期的な教育相談と共に，日常的な教育相談を通して，児童の状況を把握する。 

 

 



５ いじめに対する対応 

 (１) いじめに対応する組織（いじめ対応委員会） 

  ① 校長、教頭、生徒指導係、養護教諭、当該児童の担任で構成する 

  ② いじめと考えられる事例があった時は、速やかに生徒指導係に連絡する。 

  ③ 対応委員会では、事実確認、指導方針を検討し、全職員に周知し共通理解に立つ。 

（２）指導における基本的な事項 

  ① いじめた児童に対する指導 

   ・いじめた児童に対する事実確認は，個別に，同一時刻にプライバシーに配慮した形

で行う。 

   ・事実確認後，いじめの程度に応じて四段階で指導する。 

    １段階…担任が指導にあたる。 

    ２段階…生徒指導係や教頭が指導にあたる。 

    ３段階…校長が指導にあたる。 

    ４段階…関係行政機関との連携・協力のもとに指導にあたる。 

   ・いじめは人格を傷つけ，生命，身体又は財産を脅かす行為であることを知らせ，自

らの行為の責任を自覚させる。 

   ・３段階以上の場合には，教育委員会との連携のもとに指導する。 

   ・３段階以上で悪質な場合は，いじめた児童を別室において指導したり出席停止にし

たりするなど，いじめられた児童の学習環境を確保する。 

   ・いずれの場合にも，保護者に連絡する。事実と学校の指導方針を伝えるとともに，

家庭での指導の在り方を保護者自身が気付き考えられるようにカウンセリングマイ

ンドを持って対応する。 

   ・いずれの場合にも，事実，指導方針，指導の経過，指導の結果等を全職員で共有す

る。 

   ・２段階以上の保護者への連絡説明は，管理職が同行，あるいは対応する。 

  ② いじめられた児童に対する指導 

   ・いじめられていることを知らせた勇気を認め賞賛するとともに，当該児童やいじめ

を知らせてきた児童の安全を確保する。 

   ・いじめから徹底的に守ることを伝え，不安を除去する。 

   ・いじめられた際の苦痛に対し共感的な理解を持って接する。 

   ・二度といじめを受けさせない学校の決意を伝える。 

   ・保護者に事実，指導の方針，経過，結果を連絡する。 

   ・①と同様に第２段階以上の場合は，管理職が同行，あるいは対応する。 

  ③ その他の児童に対する指導 

   ・いじめは「人間として絶対許されない」行為であり，根絶しようとする態度を行き

渡らせる。 

   ・いじめを止めることはできなくても，誰かに知らせるなどの勇気をもつよう伝える。 

   ・同調してはやし立てるなどの行為は，いじめに加担しているのと同じであることを

理解させる。 

 ④ いじめの解消 

   いじめは，単に謝罪をもって安易に解消とせず，次の２つの要件が満たされている



場合，解消と判断する。 

・いじめを受けた児童に対する心理的又は物理的な影響を与える行為が，少なくとも
３か月止んでいる状態が継続していること。 

・いじめを受けた児童及び保護者に対し，面談等を行った結果，いじめを受けた児童 

が，心身の苦痛を感じていないと認められること。 

 

６ 重大事態への対応 
（１） 重大事態の定義 

① いじめにより児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認め 

  られる場合 

② いじめにより児童が相当の期間学校を欠席する（年間３０日を目安とし、一定期間 

連続して欠席している場合も含む）ことを余儀なくされている疑いがあると認めら 

れる場合 

③ 児童や保護者から「いじめられて重大事態に至った」という申立てがあった場合 

（２） 重大事態への対処 

① 重大事態が発生した旨を、教育委員会に速やかに報告する。 

   ② 教育委員会と協議の上、当該事案に対処する組織を設置する。 

   ③ 上記組織を中心として、事実関係を明確にするための調査を実施するとともに関係 

    機関との連携を適切にとる。 

④ 上記調査結果については、いじめを受けた児童・保護者に対し、事実関係その他の 

  必要な情報を適切に堤供する。 

 


